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ピアサポーター講習を終えて 
 

 

去年の終わりに KHJの講習会を受けました 

内容は実例を取り上げてそれについてグループ 3～4 人で話し合う言う

内容でした。 

 僕の参加したグループでは提案された不登校になるには、何か原因が

あるはず？しかし最近の子供は学校ではイジメとか何か行きづらくな

った訳でもないのに学校に行かないと言う実例を話し合いました。 

 兄弟がいる家庭だとお兄ちゃんやお姉ちゃんが学校に行かないから

下の弟、妹たちがなぜ？お兄ちゃんが学校に行かないのに自分が学校に

行かないといけないのと？不登校になったのは上の子だけでなく下の

子までなってしまった事を話し合いました。 

色々な土地で活躍している KHJ のピアサポーターの方の意見がでま

したが。不登校になったのは本人へのアウトリーチも大切ですが。まず

話が出来て相談に来ている親御さんの話をしっかり聞く（こちらから答

えは出せなくても）そこからスタートのなるのかなと。時間が余りなく

答えなどでませんでしたが。 

不登校、ひきこもりにはとにかく当事者本人が外にでたいと思うよう

にならないと難しいと思いました。 

ピアサポーターとしてあってる？かはわかりませんが僕は外に出た

あとの居場所、遊び、話し相手が必要かなと。自分はトトロの家でたく

さんの仲間が出来た。 

今後は自分が仲間になって 1人でもトトロに遊びに行きたいと思える

ようにしていきたいです。 

                           （奥村）  

 

 

 

味噌作りに参加して(令和 4年 2月 12日) 

 

 コロナ禍で、さまざまな行事が中止あるいは延期となる中、また、

寒い日が続いて雪国に来たのではと思うような中、会員各位の日ごろの

行いが良いお陰げもあって、お天道様のご機嫌に恵まれ、「きびの会」恒

例の味噌作り会が開催されました。 

 会員、準会員など、「きびの会」に携わる人たちの交流の場であり、

活動資金の確保を始め、会員相互の結束と親睦を図るという意味でも欠

かせない行事となっており、おおぜいの参加を得て、賑やかな一日とな

りました。 

 相も変わらずあそこが痛い、ここが痛いと、なかなか進まない老人

クラブのような雰囲気が続いていた中、最近は、若い人たちの参加(美大

生はコロナで止む無く欠席)で、行事もはかどり、早めに完成の目途が立

ったところです。 

いつもは、皆で楽しく囲む昼食の時間が取れず、若干の心残りではあ

りましたが、美味しいと評判で昨年も完売となった「味噌作り」は、順

調に進んで、トラブルもなく終了し、参加者の親睦も深まったと感じる

ところです。 

 また、和やかなムードで会話もはずみ、次の行事「餅つき大会」と

「カタクリを愛でる会」の日程(３月 26日・土曜日)も決まりました。た

だし、あくまでも、コロナ次第ではありますが・・・・・ 

 ピアサポーターを中心とした若い人たちの参加で、最近は活動も広

がってきており、我々の活動を知ってもらえる機会も増えてきています。

「ちょっと出かけてみようかな」、「自分にも何かできることは」など、

悩みを抱える人たちの何かのきっかけ作りになれば、「きびの会」の思い

も届くものと思います。 

 次回の行事も、おおぜいの皆さんの参加をお待ちしています(H.T)。 

 

 


